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水
道
事
業
会
計
の
し
く
み

　

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業

法
が
適
用
さ
れ
る
公
営
企
業
で
す
。

そ
の
た
め
、
公
共
の
福
祉
の
増
進

と
と
も
に
、
企
業
と
し
て
経
済
性

を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

経
営
は
独
立
採
算
を
原
則
と
し
て

い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
に
は
三
つ
の
財

布
が
あ
り
ま
す
（
図
３
）。

　

一
つ
目
の
財
布（
収
益
的
収
支
）

は
、
１
年
間
に
水
を
作
る
の
に
い

く
ら
か
か
り
、
そ
の
水
を
売
っ
て

い
く
ら
収
入
が
あ
っ
た
か
に
よ
っ

て
、
い
く
ら
も
う
か
っ
た
か
（
純

利
益
）、
い
く
ら
損
し
た
か
（
純

損
失
）
を
知
る
た
め
の
財
布
で
す
。

　

二
つ
目
の
財
布（
資
本
的
収
支
）

は
、
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
や
管

路
の
更
新
、
新
た
に
施
設
を
建
設

す
る
た
め
の
財
布
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
財
布
の
黒
字
や
赤

字
を
調
整
す
る
た
め
に
、
三
つ
目

の
財
布
（
内
部
留
保
資
金
）
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
三
つ
目
の
財
布

に
は
、
一
つ
目
の
財
布
の
も
う
け

な
ど
が
入
れ
て
あ
り
、
一
つ
目
と

二
つ
目
の
財
布
に
不
足
が
生
じ
る

と
、
こ
こ
か
ら
補ほ

填て
ん

し
ま
す
。

一
つ
目
の
財
布
か
ら
も
う
け
が

出
る
こ
と
、
三
つ
目
の
財
布
に
あ

る
程
度
蓄
え
が
あ
る
こ
と
が
、
安

定
し
た
水
道
事
業
経
営
の
条
件
と

な
り
ま
す
。

水
道
料
金
算
定
の
考
え
方

水
道
料
金
は「
料
金
の
安
定
性
」

「
期
間
的
負
担
の
公
平
性
」
な
ど

の
面
か
ら
、
お
お
む
ね
３
年
か
ら

５
年
を
基
準
に
定
め
る
こ
と
が
妥

当
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
は
見

直
し
を
３
年
に
一
度
行
っ
て
い
ま

す
。
合
併
後
、
平
成
20
年
度
と
27

年
度
に
料
金
改
定
を
行
い
ま
し
た

が
、
前
回
の
30
年
度
の
見
直
し
で

は
料
金
改
定
を
行
わ
ず
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
料
金
算
定
で
は
、
算
定

期
間
を
３
年
度
か
ら
５
年
度
の
３

年
間
と
し
、「
収
益
的
収
支
の
収

支
均
衡
が
図
ら
れ
る
こ
と
」「
内

部
留
保
資
金
と
し
て
災
害
時
の
施

設
復
旧
な
ど
に
備
え
、
14
億
円
程

度
を
確
保
で
き
る
こ
と
」
の
２
つ

の
指
標
を
掲
げ
、
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
現
行
料
金
の
ま
ま

で
も
「
収
益
的
収
支
は
黒
字
を
確

保
で
き
る
」「
内
部
留
保
資
金
は

14
億
円
以
上
を
確
保
で
き
る
」
見

込
み
と
な
り
、
５
年
度
ま
で
は
料

金
改
定
を
見
送
る
こ
と
と
し
ま
し

た
（
図
４
）。

水
道
料
金
の
今
後
に
つ
い
て

３
年
度
か
ら
５
年
度
は
料
金
据

え
置
き
と
し
ま
し
た
が
、
今
後
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
人
口
減
少
な

ど
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
」
や

「
老
朽
管
更
新
事
業
の
継
続
」
な

ど
が
水
道
事
業
経
営
に
影
響
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
簡
易

水
道
を
統
合
し
た
影
響
な
ど
も
あ

り
、
一
般
会
計
繰
入
金
（
市
か
ら

水
道
事
業
へ
の
補
助
金
）
に
よ
っ

て
収
益
的
収
支
を
黒
字
に
し
て
い

る
の
が
現
状
で
、
結
果
的
に
一
般

会
計
を
圧
迫
す
る
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
次
回
見
直
し
の

算
定
期
間
で
あ
る
６
年
度
か
ら
８

年
度
は
、
収
益
的
収
支
が
赤
字
に

転
じ
る
見
通
し
で
す（
グ
ラ
フ
３
）。

２
年
10
月
９
日
に
市
上
下
水
道

事
業
運
営
審
議
会
よ
り
、
今
回
の

料
金
据
え
置
き
に
つ
い
て「
妥
当
」

と
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
が
、
付

帯
意
見
と
し
て
「
老
朽
施
設
の
更

新
や
耐
震
化
の
推
進
」「
一
般
会

計
繰
入
金
の
抑
制
」
な
ど
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
委
託

の
見
直
し
な
ど
で
経
費
削
減
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
６
年
度
以
降
は
料
金
値

上
げ
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市
は
、「
安
全
安
心
な
水
の
安

定
供
給
」
と
「
災
害
に
強
い
施
設

整
備
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
、

「
安
全
…
安
心
安
全
な
水
の
供
給
」

「
強

き
ょ
う

靭じ
ん

…
災
害
に
強
く
た
く
ま
し

い
水
道
」「
持
続
…
将
来
に
向
け

た
持
続
的
運
営
」
の
３
つ
の
基
本

方
針
の
下
に
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
（
図
５
）。
今
後
も
さ
ら
な
る

経
営
の
効
率
化
を
行
う
と
と
も

に
、
ダ
ム
受
水
に
よ
る
施
設
の
統

廃
合
な
ど
を
進
め
、
水
道
事
業
の

経
営
基
盤
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
水
道

に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く

発
信
す
る
ほ
か
、
水
道
施
設
見
学

会
を
行
う
な
ど
、
参
加
型
の
広
報

活
動
に
も
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

３
年
度
に
は
お
客
様
満
足
度
調
査

の
実
施
も
予
定
し
て
お
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

満
足
い
た
だ
け
る
事
業
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
り
地
域
を
潤
す
市

水
道
事
業
の
運
営
に
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

今後の下水道使用料の見直しについて
　市には「公共下水道」「農業集落排水」「市営浄化槽」「コミュニティ・プラント」の４つの汚水

処理施設があり、これらの施設を点検・維持管理し、十分な機能を発揮させるために、それぞれ使

用料をいただいています。

　しかし、維持管理などの経費が増加する一方で、人口減少などにより使用料収入が減少し、使用

料収入だけで経費をまかなえていないのが現状です。市では、施設の維持管理や老朽施設の更新と

ともに、施設の統廃合などにより経営改善に取り組んでいるところですが、施設整備の借入金返済

などもあり、今後も厳しい経営状況が続くことが見込まれます。

　このため、水道料金の見直しを行うのと同様に、４つの汚水処理施設についても値上げを視野に

した定期的な検討が必要となっています。今後の下水道料金の見直しにご理解をお願いします。

市内下水道
マンホールデザイン

奥州市 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川

■図５　市水道事業の基本理念と目標数値 (市水道事業ビジョンより )

■グラフ３　純利益（純損失）の見通し

■図４　料金算定の考え方と３年間の試算結果

■図３　水道事業会計のしくみ満
足
さ
れ
る
品
質
と

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

特集　安全な水を、お届けするために

桜屋敷配水塔

市
上
下
水
道
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら
▼


